
 １番　大　庭　きみ子　議員  ４番　冨　田　栄　一　議員

 １．地域活性化対策について  １．子供が主役の朝倉市全体の教育環境政策につい

  (1) 旧甘木バスセンター周辺の開発を含めての、ま  　　て

　　　ちづくりの展望について 　(1) 地域の資源を見直して木造校舎づくりに今、舵　

 ２．朝農跡地について 　　　を切るべき

  (1) 朝農跡地活用計画の進捗について   　①教育環境政策のなかで市の最も大事な柱となる

 ３．バリアフリーのまちづくりについて 　　　ものは

  (1) 公共トイレのバリアフリー化の現状と推進につ   　②朝倉市総合計画にある地域の教育資源とは何か

　　　いて   　③同じく特色ある教育の推進において水と緑の環

　(2) ピーポート大ホールの洋式トイレの設置につい 　　　境教育はどう位置づけられているのか

　　　て   　④森林保全と公共建築物における木材の利用の実

　　　績はどうか

  　⑤子供達が学びやすい教育環境について、子供達

　　　が教えてくれた木造校舎の良さをどう考えてい

　　　るのか

 ２番　村　上　百合子　議員   　⑥平成２５年３月文部科学省が出した「木造校舎

　　　の構造設計標準の在り方について報告書」につ

 １．スイゼンジノリ保全について 　　　いて、市教育委員会の検討結果はどうなのか

  (1) 絶滅危惧種スイゼンジノリの自生保全対策につ  ２．グローバル化の中での朝倉市農業政策をどう考

　　　いて  　　えているか

 ２．心豊かに安心して暮らせる福祉のまちづくりに 　(1) ＴＰＰなどグローバル化の動きの中で、朝倉市　

 　　ついて 　　　はどのような政策を打とうとしているのか

  (1) 男女共同参画社会の推進について

　(2) 高齢者の見守りについて　

 ５番　中　島　秀　樹　議員

～　　昼　　食　　～  １．朝倉市の水環境について

　(1) 現状を河川管理者に訴えるべきである　

 ２．スイゼンジノリの保護について

　(1) 保護のスケジュールについて　

　(2) スイゼンジノリの定義について

 ３番　鹿　毛　哲　也　議員 　(3) 将来の見通しについて

　(4) 豊かで清らかな水を育む環境づくりについて

 １．宮入貝対策について 　(5) 県・国への協力依頼について

　(1) 当時の状況について　 　(6) 環境教育について

　(2) 今後の対応について 　(7) 水に関する情報発信について

 ２．朝倉市の情報化戦略について

　(1) 朝倉市のイントラネットの活用状況と維持経費　

　　　について

　(2) イントラネットを今後どのように活用していく

　　　のか

　(3) 防災無線等への活用について

 ３．反転授業について

　(1) 武雄市の取り組みについて　

　(2) 朝倉市の方向性について
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※一人の持ち時間は執行部の答弁を含め１時間で、午前１０時から始まります。



 １番　柴　山　恭　子　議員  ３番　稲　富　一　實　議員

 １．介護について  １．朝倉市水道事業の運営について

　(1) 施設利用が高く地域密着型サービスが低いのは　   (1) 水道事業の現状について

　　　なぜなのか   (2) 福岡県南広域水道企業団を構成する他の自治体

　(2) 在宅支援・地域の実態に合った介護計画とは 　　　と比較して、朝倉市はどの様な状況にあるのか

 ２．教育について   (3) 給水人口に対する水道水の需要と供給のバラン

　(1) 教育委員会の学校教育についての考え方 　　　スについて

  (4) 給水区域の拡大と給水人口の増加策について

  (5) 収支見通しについて

  (6) 今後の朝倉市水道事業の運営について

  (7) 地方公営企業会計制度の見直しによる朝倉市水

 ２番　平　田　悌　子　議員 　　　道事業への影響について

 ２．朝倉市の今後の行政施策について

 １．土砂災害防止法による特別警戒・警戒区域指定   (1) 市長の政策的施策の現状について

 　　と今後について   (2) 今後どの様な方針でいくのか

　(1) 警戒避難体制の整備についての今後の取り組み　

　(2) 危険な開発行為の制限についての今後の取り組

　　　み

　(3) 建築物の構造規制についての今後の取り組み

 ２．朝倉市職員の障がい者雇用について  ４番　実　藤　輝　夫　議員

　(1) 法定雇用率に達しているか　

 ３．子ども・子育て支援法における市の関与に関す  １．地域活性化のための施策

 　　る考え方について 　(1) 国道３２２号線西鉄電車甘木駅周辺と旧甘木バ　

　(1) 保育所、幼稚園等の利用にあたって現行制度と　 　　　スセンターの開発について

　　　新たな制度との違いについて 　(2) バサロ、三連水車の里あさくらの現状と今後の　

　(2) 公的契約と市町村による関与について特に「特 　　　対策について

　　　別な支援が必要な子ども」について 　(3) 重要文化財、建造物、記念物等の保護管理と地

　(3) 保育に関する保育料金、委託料等の市の予算に 　　　域・教育現場の連携について

　　　ついて

　(4) 子ども未来課の事業量の増加について

 ４．学校に行きづらい児童・生徒を少なくするため

 　　に

　(1) 市の全小中学校での研究テーマとしての取り組　

　　　みについて

～　　昼　　食　　～
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